
（別紙３）

〜 令和8年3⽉1⽇

（対象者数） 14名 （回答者数） 5名

〜 令和8年3⽉1⽇

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後はさらに参加しやすい⼯夫を⾏い、つながりを広げて
いくことが課題。また、地域コミュニティへの参加のきっ
かけづくりにも取り組んでいますが、より具体的な情報提
供や継続的な⽀援体制の強化が今後の改善点と考えてい
る。

2

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

加配の積極的採⽤や、⼦どもたちの来室時間に合わせたシ
フト管理など、⼈員の増加や⼯夫に努める。

2

3

○事業所名 TASUC⽂京教室（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和8年2⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

令和8年2⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 年 ⽉ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員の⼈数が少なく⼤変そうに⾒える。 基準⼈員には達しているが、⼦どもたちが⼀⻫に来室する時
間に慌ただしくしているように⾒えている。

家族会を通して、親御さん同⼠が情報交換できる機会を⼤切
にしている。

家族会に⼒を⼊れているため、親御さん同⼠の情報交換など
が盛んに⾏える。地域のコミュニティに所属するきっかけ作
りにも⼒を⼊れている。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


